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私は東京で十年余り,長崎大学でも十年近く,外国
人に対する日本語教育に関わってきた｡また教養部の
日本人学生に対する講義 (こちらは,｢文化人類学｣
という名前になっている)を七年近く担当させていた
だく横会を得た｡私は,この十月,留学生センターか
ら,新しく設立された環境科学部に所属がかわった｡
そこで思い起こすことをいくつか書いておきたい｡
留学生はその宗教や,価値観,社会的.経済的背景.
生活習慣,年齢,言語などが,逼っており,幅広い多
様性を持っている｡当然,日本社会の中で,またお互
い同志文化摩擦をおこすことも多い｡例えば.A.ど.S
という制度で日本へ留学してきたアメリカの高校生の
Aさんは.日本の食べ物のすべてに生魚のにおいがす
るといって,来日一週間を待たずに帰国した｡十五年
程前,東京の駒場の留学生会館では,アフリカの某国
出身の学生A君は同じく,別のアフリカの某国出身の
学生B君に呪術をかけられ,勉強ができなくなったと
して帰国してしまった｡
しかし,留学生が皆こう
だと私は言うつもりはな
い｡こうした困難をのり
こえて立派に卒業してゆ
く人も多いのだOカメ)レー
ンの日本大使館で立派に
書記官として働いている
料
日本語 ･日本事情の授業
を担当をしてきたQまた,
文化人類学は大講義室で
の授業のためか.E]本人
学生諸君との個人的な接
触はあまりなかったけれ
ども,あの ｢ゆったりし
た｣雰開気も忘れ難いO
講義中,寝ている諸君を
良く見かけるけれども.
受験地獄を経てきた諸君には数年間を心地よい脱力感
のうちに過ごすことなど,一種のリハビリテーション
の期間が必要なのであろう｡｢スクール｣ とは本来
｢閑暇｣を意味するものだからであるO次に日を開く
のは.学部進学か就職の時期で良いのであろう｡
さて.救善部は本年十月をもって廃止になった｡全
学教育は残るであろうが,学生諸君は.どう変わるだ
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C君の姿がテレビに写っ
た時はとても轄しかったQマレーシアの大学で日本語を
数えているMさん,日本の大学の大学院に進んだ諸君,
そのほか,素晴しい留学生を思い起こせばきりがない｡
一方,教師自身もさまざまな困難な経験をするo当
時の私は二十代で,まだ,教え始めて三,四年位たっ
た頃であったと記憶する｡相手はフランス人の女性
(六十才位)｡実はこの年齢で若い人に混 じって.全
く新しい言語を集中的に学ぼうとすることには相当に
無理がある.ハイスピードの授業についていくことは
むずかしい｡彼女は,恐らく相当にフラストレーショ
ンがたまっていたのであろう｡授業中のあるとき,突
然立ち上がって,私の胸倉をつかみ,｢いまお前は,
私が出来ないことを笑っただろう｡｣と怒りだした｡
私には全く身に覚えのない抗議であったが,思えば,
日本人は意味なく笑うことがある｡私はあなたのでき
ないことを切実したわけではないと説明してこの場は
収まったが,この経験はその後の私のフランス人に対
するイメージを大きく変えた｡しかし,こうした (私
から見れば)身勝手な側面をもつフランス人も一度,
友人になると,その友情は日本人よりも一般に長く続
くと思うo毎年,必ず,クリスマスカードを送ってく
れるT君は住所を変わるたび.知らせてくれ,自分の
家に来てくれと書き添えてくれる｡
さて,私は一方,教養部では.学部留学生のための
ろうか｡いま大学は大変
革の実っただなかにある｡
私たちの時代,とくに文
科系では日本の大学は
｢自分で勉強する所｣で
あった｡教員は学生の指
軌 こあまり熱心ではなかっ
た｡それがアメリカの大
学のように,教員が工夫
しながら,学生を ｢教育する｣時代に入ったのである｡
また,あと十数年もたてば.大学は ｢全入の時代｣を
迎える｡｢受験生｣は大学には全員入学できる｡昼夜
開講制も広がり,社会人の学生も入学してくる｡諸君
の隣の椅子にすわるのは市役所の課長さんか,知識欲
に燃えたおばあちゃんか,あるいは飛び級で入学した
16才の少年であるかも知れない｡あるいはエジプト人
かも知れないOそうなれば,今までのような画一的な
学生像は確実に崩れていくだろう｡大学は本来の教育 ･
研究の質が問われるようになるだろう｡そして.大学
間の生き残り競争も厳しくなるだろう｡教員も,うか
うかしていられないのである｡
いま,一つの転換点にあたり,思い浮かぶのが ｢未
来からの留学生｣という言葉である｡これは私の吉葉
ではなく,当時の慶応義塾大学国際センター事務局長
M氏の言葉である｡同大学は新しい学部 (SFC)を
設立するにあたって,これから受け入れる日本人学生
を (もちろん外国からの留学生もふ くめて)すべて
｢未来からの留学生｣と呼び,多様な学生を迎えるた
めに徹底した教育課程の改革を行った｡新しく発足す
る環境科学部のなかで,私も個人的には多様な学生に
今まで相手になってもらった経験を生かし,｢未来か
らの留学生｣を迎える心意気で,再スタートしようと
思っているところである｡どうぞよろしく｡
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